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3.  談話記録から見た昭和初期の子供たちの遊び 
 
3.1  海で用を足す時の風習 
 (1) ウミサハイルドキニモ ソノトーリ ネ イチニサンデモッテ ノ ウミノカミ 
   海に入るときにも   その通りで ね 一、二、三でもって ね 海の神様、 
   サマタッテケレッテ   ノ 
   立ってくださいって ね 
 (2) ソシテ ホレ オシッコスルノニ  ウミサムガワネデ オガサムガッテ 
   そして ほら おしっこをするのに 海に向かわないで 陸に向かって 
   ションベンシタモンダ 
   小便をしたもんです 
 (3) タッテケレッテ   マー ウミサハイッテデモ ワレワレションベンスルカラ 
   立ってくださいって まあ 海に入ってからでも 私たちは小便をするから 
   オシッコスルカラ  ネ マ ワレワレノコトバデユエバ マ ユルシテケレッ 
   おしっこをするから ね ま 私たちの言葉で言えば   ま 許してください 
   テユーイミナンダベシ  ノ 










3.2  脅し文句としての「モンコ」のこと 
 (4) マー ソシテ  ナゲバネ ヨグネ アノ ナゲバヤマカラモンコクルドッテ 
    まあ それから 泣けばね よくね あの 泣けば山からモンコが来るよって 
     モンコクルドッテ   ヨグイワレダモンダ 
     モンコが来るといって よく言われたものです 
  (5) オバケノモンコダモノヤラ  オレダカイセツシテミタバアイニ アレノ 
     お化けのモンコなものなのか 私が解説をしてみた場合に    あれね 
     ナンデ       ユッテタダカ  アノジダイニモーコガセメテキテノ 
     どうして（モンコと）言ってたんだか あの時代に蒙古が攻めてきてね 
  (6) モンコトモーコヲ イッショニシテイルモノヤラネ 
     モンコと蒙古とを 一緒にしているものなのかね 
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  (7) モーホットンド モーソーユーコドバモナグナッタシネ 











3.3  遊びのルール  
 (8) ガンゼ トルワケダベシー ノ ソイデ コンド マズトッテモッテクルデショ 
     ウニを 取るわけなんです ね そして 今度  まず採って持って来るでしょ 
     ショッコトカ     オヨゲネーカラ オガマワリシテ  シータイテ 
     小児麻痺の子供とかは 泳げないから  陸地担当になって 火を焚いて 
     マッテルベサ 
     待っているんですよ 
  (9) シテ  ワケルドギモ  コレデ オッキーカラ オカマワリモシトッツ 
     そして 分けるときにも これで 大きい方から 陸地担当も一つ 
     オヨデ オキサイッテキタシトニモシトッツ ダカラ ホンットニ ソノ 
     泳いで 沖に行って来た人にも一つ     だから 本当に   その 
     イジメモネカッタシノ 


































(13) a.「ハタ」→ 「ハダ」   「旗」 
b.「コト」→ 「コド」   「（～した）こと」 
c.「ムカシ」→「ムガシ」  「昔」 










に現れる。共通語では本来濁音である[d] [b] [g]と連濁によって有声化した[d] [b] [g]の区
別ができないが、椴法華方言では前者は入りわたり鼻音付きの[d] [b] [g]として、また
後者は入りわたり鼻音なしの[d] [b] [g]として区別されるのである。 
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(1) msa hatokdate sonotojo ne tsnsan demotte no mno kamsama  
tattekeette no 
 
(2) sos te hoe oskko snon  msa mkaanede okasa mkatte obe 
stamoda 
 
(3) tattekee te msa hattetemo aeae obeskaa oskko skaa  
ne ma aeaeno kotobade jeba ma jstekeette j m nandabes no 
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(4) ma soste nakeba jokne ano nakeba jamakaa moko kdotte moko  
kdotte jok aeta 
 
 
(5) obakeno mokodamonojaa oeda kasetss taban aeno ae nante  
jttetadaka mokoa semetek teno 
 
(6) mokoto mokoo onste stemonojaane 
 
(7) mo hottondo mo soj kotobamo naknattasne 
 
(8) adze toakedabes no sode kodo maz totte motte kdeo hoe  
masno ojadztoka okkotats ojoenekaa okamaas te tate tate  
mattebesa 
 
(9) ste aketokmo koede okkhokaa okamaamo  totts ojode ok sa 
ttec ta stonmo stott dakaa hontton sono zmemo nekattasno 
